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食 習 慣 か ら み た女 子 大生 の 行 動 パ タ ーン に つ い て

聖 徳 大 生 活 文化　　　　　　　　　　　　　　　 ○ 植 木 幸 英

後 藤　 潔

的 ］　 ヒ ト の 生 活 は無 数 の生 活 行 為 から 成 り 立 っ て い る 。

、 非 生 産 的 な も の まで 含 めて とら え ら れて お り 行 為 者 を 列 に

生

ト リ.J ク ス とし て 、 生 活 の た めの 行為 シ ス テ ム を「 生 活 行 為 体 系 」

互 連関 を 中 心 に 分 析 を 加え る。
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行 に と り 、 マ

、 行 動 間 の 相

今 回 は生 活 にお け る 自己 裁量 の 幅が 広 い 学 生 を 対 象 に 食 事 の摂 取 と日 常 生 活 行 動・ 意 識

生 活 環 境 との 関連 を み た。

［ 方 法 ］　 本 大学 短 期 大学一部 の 女 子 学 生（18~  19 歳 ）710     名 に つ い て1989 年 １ 月 下 旬 か ら

２ 月 下 旬 に か け て 配票 調 査 し た 。

［ 結 果 ］　 起床 か ら 登 校 まで の 在 宅 時 間 と 学 生 の朝 食 の摂 取 状 況 と の 関 連 を み る と、 朝 食

を 摂 取 する 学 生（ 朝 食 摂 取 群 ） は 、 朝 食 を 摂 取 し な い 学 生（ 朝 食 非 摂 取 群 ） よ り 在 宅 時

間 か 長 く 両 群 の 間 に 関連 が み ら れ た。（ Ｐ ＝0.0001 ）

学 生 の 一 日 の 通 し 方 につ い て「 規 則 的 に 過し て い る 」 、「 規 則 的 に 通し て い な い 」 を 自

己 評 価 さ せ て み る と 朝 食 摂 取 群 は74 ％ が 規 則的 に 過 ご し て い る と 答 え て い る の に 対 し 朝 食

非 摂 取 群 は48  ％ と 少 な く 、 両 群 の 間 に 関 連 が み ら れ た。(    P   ＝0.0001 ）

学 生 の 居 住 別 に 朝 食 の 摂 取 状況 を みる と 、自 宅 通 学 生30 ％ 、 寮 生72 ％ 、 そ の 他i& ％ が 朝

食を 摂 取し て い た が 各 群 に 関 連 は みら れ な かっ た 。
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５月26 日（日）第１会場　午前9:00 ～12:00
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と そ の 動 向( 第 ７ 報 ）

意 識 と の 関 連 一

子　 桜 の 聖 母 短 大　 壁 谷､沢 万 里 子

目 的　 第 １ 報 ～ 第６ 報 ま で と 同 じ く、 家 事 サ ービ ス の 利 用 実 態 を 把握 す るこ と に よ り。

今 後 の 生 活 様 式 形 成の 動 き を 予 測 す る 手 掛 かり を 得 よ う と す る も の で あ る。 こ れ ま で の 研

究 に お い て、 主 婦 の生 活 意 識 と り わ け 手 づ く り 意識 お よ び 性 別 分 業 観 が 利 用 に 影 響 す る 事

実 が 確 認 さ れ た。 本 報 は、 こ の 生 活 意 識 の 影 響 に着 目 し、 因 子 分 析 に よ る 意 識 ・ サ ービ ス

の 構 造 化 の 試 み に 基 づ き、 利 用 と の 関 連 を よ り 明 確 に 捉 え る こ と を 目 的 と する。

方 法　 盛 岡 市 内 の 主 婦 を 対 象 とし1990 年　８月 ～10 月 に生 活 意 識(  41 項 目 ）お よ び 家 事 サ
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ピ ス利 用（ 食 生 活 関 連38 項 目) に 関 す る 自 記 式 質 問 紙 によ る 調 査 を 実 施 し た。 得ら れ た

ー タを 点 数化 し、 属 性 別 に 生 活 意 識・ サ ー ビ ス 利 用 各 々 に　X    '検 定 に よ る 検 討 お よ び 平

S    D 得 点 の 算 出、 さ ら に 因 子 分 析 によ る 検 討 を 試 み た。 有 効 回 答 数は　793 で あ る。

結 果　 因 子 分析 の 結 果、 生 活 意 識 ・ サ ービ ス 利 用 と も に10 因 子 が 抽出 さ れ た。 各 々 の 因

得 点 パタ ーン を 対 応さ せ る と と も に、 平 均S    D 得 点 ・　X    検̂ 定 結 果 を 総 合的 に 考 察 し た

果 は 以 下 に要 約 さ れる。 ① 冷 凍 食 品（ 一 品 料 理)    - イ ン ス タ ン ト 食 品 は 若年 齢 群 利 用 限

型 と し て 性 別 分 業 否 定 志 向 と の 正 対 応、 食 事手 づ く り 志 向、 家 事 合 理 化 志 向、 計 画的 食

活

進

示
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志 向 と の 負 対 応 が 認 め ら れ る。 ② そう ざ い は 年 齢 無 関 係 利 用 型 サ ー ビ ス と高 齢 群利 用

型 サ ー ビ ス と に分 類 さ れ、 家 事 手 抜 き 志 向 が 建 て 前 と し て の 手 づ く り 意 識 を 凌ぐ 彫 響

す.   ③ 漬 物・ だ し の 素 ・ 素 材冷 凍 食 品・ 出 前 ・ 外 食 は 利 用定 着 型 と し て 高 齢 群 の 利 用

か わ る が 意 識 と の 関 連 は 明 ら かで は な い。 以 上、 意 識 構 造は き わ め て 複 雑 で あ る が、

別意 識 と共 通 意 識 と を 明 確 に位 置づ け る こ と に よ り、 さ ら に 考 察を 深 め た い。


